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平成１８（2006）年４月より、大阪市立大学が大学独立法人となるに伴い、それまでの「体
育学研究室」の組織名称は、「都市健康・スポーツ研究センター」と改称されました。残念
ながら、その前後しばらく、紀要は休刊となりました。これまでの組織が刊行してきた紀
要を振り返ってみますと、初刊は、「保健体育学研究紀要」という名称（英文名称は無し）
で、昭和４０（1965）年に産声をあげています。その内容は、共著論文はみられず所属教員
全員が単著として計１１篇を発表していますcまた英文名称は｢AnnuaIsofPhysicalEducation」
として、第６巻で初めて記載されていますが、不思議と第６巻～第10巻までは、邦文名称
のみに戻り、再び英文名称が記載されたのは、第７巻（1971年）からであります。結局の
ところ、「保健体育学研究紀要」は、第３８巻（2002年）まで継続しています。
本研究センターは、これまでの「教育」・「研究」活動に、「社会（地域）貢献」を加えた
活動を中心に行うことになりました。今回、「都市健康・スポーツ研究センター」の機関誌
として、「健康・スポーツ科学JoumalofHealthandSport」を創刊できましたことは、本研
究センターの全教員にとりましては大変な喜びであり、また本研究センターの今後の発展
にとっても大いに意義あることと思います。
本機関誌の創刊にあたり、構成員全員の意見一致は、研究センターの特徴が打ち出せる
ような雑誌にすることでありました。これまでの単なる研究論文を中心とすることにとど
まらず、外部からの寄稿も加え、内容が豊富で充実し、かつ質の高い刊行誌となるように
心がけることにしました。例えば、寄稿規定にみられますように、原著論文等には査読審
査を採用し、邦文では英文の要約(Abstract)を、また英文には邦文の要約を付記することに
しました。
本誌によって、本研究センターの活動内容の紹介あるいは健康づくりのための知見や本
研究センター教員による研究成果などの新情報を社会に発信し、それに対するさまざまな
ご意見．ご注意．ご批判・アドバイスなどを賜りながら、今後の組織の運営・発展に努め
ることができるようになりました。本研究センター教員一同は、この創刊というこの上な
い機会に、本研究センターが目標としている「新たな社会に積極的に対応できる人材の育
成を負う組織の達成」を再認識すると共に、その謀された重責を果たすため、最大限の努
力に拍車をかけ、社会の皆様のご要望に一厨答えてまいる所存であります。今後も「体育
学研究室」時代同様に、引き続きご支援.ご鞭捷を賜りたくどうかよろしくお願い申しあ
げる次第であります。
最後に、本誌の創刊にあたり、ご多忙にもかかりませず寄稿をお引き受け下さいました
諸先生に心より厚く御礼を申し｣二げます。
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